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1.	はじめに

近年、クラウドサービスを提供するデータセンター領域の
仮想化統合基盤では、大量のデータ処理を行うための性能
と、処理を止めない信頼性が求められています。

特に、高信頼クラウド基盤におけるストレージの課題とし
て、業務停止時の影響が大きいこと、安定した性能要求、
設計・構築の複雑化、管理の複雑化、バックアップ運用の
複雑化が挙げられます。

本稿では、この課題に対する解決策として、「iStorage 
M5000」を紹介します。

2.	高信頼クラウド基盤が抱えるストレージの課題

高信頼クラウド基盤でのストレージの課題として、第一に
ストレージ障害時の影響が大きいことが挙げられます。仮
想化統合に伴い1台のストレージで多数の業務サービスが
稼働しているため、万が一、ストレージの障害が発生した場
合、影響する範囲が大きくなります。

第二にデータ量増加に伴う安定性能の確保が挙げられま
す。運用中のストレージに対して、新規サービスを追加した
場合に、既存サービスの性能に影響を与えることがありま

す。また、運用中に特定のサービスで突発的に負荷が上が
り、その他のサービスの性能に影響を与えることもあります。

第三に、サービスごとに個別最適なストレージ設計を行う
と、構成が多様化するばかりか、構成変更も煩雑となり、設計・
構築や運用管理が複雑になります。また、大容量データを取
り扱うため、バックアップに時間が掛かり、バックアップジョブ
のスケジューリングといった運用管理が複雑になります。

3.	iStorage M5000の特長

第2章で挙げた各課題に対するNECの解決策として、メ
インフレーム向けのiStorage Aシリーズ及びオープン向け
のiStorage Mシリーズを融合し、先進仮想化テクノロジー
を採用したiStorage M5000（以下、M5000）を開発しまし
た（図1）。

M5000は、最大ホストポート数64、最大ディスク数1,536
台と、下位機種（M11e〜M710）に比べ拡張性に優れてい
ます。

 
3.1 高信頼/高可用

（1）X4（by four）アーキテクチャ

メインフレーム向けストレージとして培われた、システムを

ICTシステムで活用されるデータ量が急増しているなか、ストレージには多くの役割が求められてきています。信頼性
の高いストレージであることはもちろんのこと、クラウド環境を想定した、仮想化環境や複数業務での安定した性能確
保が求められます。「iStorage M5000」は、メインフレームで培った高信頼技術とX4（by four）アーキテクチャによる
高信頼基盤を提供し、仮想化環境や複数業務での安定した性能を確保します。
本稿では、NEC Cloud IaaSの要件を取り込み実装している新機能について紹介します。
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止めないNEC独自の技術 ｢X4アーキテクチャ｣（図2）
では、キャッシュを搭載したコントローラを4台、冗長電源
を8個備え、またバックボードを分離することで、信頼性を
更に向上させました。
これにより、万が一の障害時にもキャッシュの冗長性
が失われないため、ストレージの読み書き性能に影響
がありません。また、多重故障やバックボード故障時も
運用を継続できます。
前述のように、信頼性/可用性に優れたM5000は、基
幹業務や仮想化統合基盤などの重要なシステムでの利
用に最適です。

（2）無停止保守

M5000では、主要な部品をすべてオンライン交換可能
としています。コントローラを接続するバックボードに
おいても、2つに分離することで、故障した際に、運用
を継続しながら交換可能な作りとしています（図2）。
また、各コントローラの制御ソフトウェア（ファームウェ
ア）を適用する際には、サーバと連携して、サーバとスト
レージの接続パスの冗長状態確認と接続パスの切り替え
を自動で行い、無停止で安全かつ簡単に実施できます。
このように、M5000は高度なレベルで無停止保守を実
現しています。

（3）高可用サービス

ストレージシステムの正常な稼働を維持するために、
オープン系で一般的に採用している障害修理保守（障
害発生個所の特定を行い、必要な障害復旧作業を行
う保守サービス）に加え、メインフレームで実績のある
定期予防保守（所定の基準により、定期的な点検、調
整、部品交換などの作業を行う保守サービス）と同レ
ベルのプロアクティブな保守サービスも選択でき、常に
ストレージシステムの運用を最適な状態に維持します。
これにより、クラウド環境に求められる高可用サービス
を、安定して提供し続けることが可能となります。

3.2 安定性能の確保
（1）I/O流量制御

M5000に作成した論理ディスクごとにIOPS（Input/
Output Per Second：1秒間当たりの入出力回数）の上
限値や下限値を設定し、業務サーバからストレージへ
のI/Oの流量を制御することで、各テナントへのサービ
スレベルをコントロールする機能です。
・上限値制御

論理ディスクに対するI/Oを上限値以下に抑制しま
す。これにより、特定の論理ディスクに大量のI/Oが
発行された場合でも、同じプール（RAIDグループ）
に属する他の論理ディスクへの性能影響を抑えるこ
とができます（図3）。

・下限値制御

論理ディスクに対するI/Oが下限値を下回らないよう
に、プール内の各論理ディスクのI/Oを制御します。
一例として、一般業務のI/Oを抑え、重要業務のI/O

図2　X4アーキテクチャ

図3　上限値制御

図1　iStorage M5000
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を確保する運用ができます（図4）。
（2）キャッシュ分割

M5000のキャッシュメモリを複数の区画（キャッシュセ
グメント）に分割する機能です。キャッシュ分割は、仮
想化環境における各テナント（業務）での占有量を制
限してI/O帯域を確保することで、仮想化環境の安定
した運用を実現するための機能です（図5）。
この機能を導入することにより、以下の効果があります。
・仮想化環境の安定性能の確保

仮想化環境の各テナント間の影響を排除でき、仮想
化環境の安定性能を確保することができます。

・テナント追加に伴う稼働中業務への性能の影響を排除

稼働中業務の性能に影響を与えることなく、新規テナ
ントを追加することができます。

・データ量増加に伴う稼働中業務への性能の影響を

排除

業務で扱うデータ量が増加しても、他業務の性能に
影響を与えることなくI/O帯域を拡張し、安定性を
維持することができます。

 
3.3  ストレージ設計・構築・運用管理の簡易化

（1）データ最適配置

コストや性能が異なるデバイス（SSD/SAS/NL-SAS）
を最大限有効活用するため、データのアクセス頻度に応
じて、論理ディスク内の格納データをブロック単位に最
適なデバイスへ自律的に再配置する機能です（図6）。
この機能を導入することにより、アクセス頻度の高い
データは高性能デバイスに、アクセス頻度の低いデータ
は安価な大容量デバイスに配置されるため、業務システ

ムのレスポンスが改善され、コストも削減できます。
また、これらのデータの再配置は自動的に実施するた
め、運用管理が簡単になります。

（2）管理ソフトウェア連携

統合管理ソフトウェアのWebSAM SigmaSystemCenter
（以下、SSC）と連携し、M5000の構成を一元管理でき
ます。
データストア（LUN）に、「Gold」「Silver」「Bronze」な
ど、SLA（Service Level Agreement）に応じた属性を
設定できます。例えば、仮想マシン作成時にこれらの属
性を指定すると、簡単に最適なデータストアで仮想マシ
ンを作れるので、運用管理が容易になります（図7）。
SSCと連携し、Webコンソール上でサーバとストレージ
の構成を一元管理することができます。例えば、応答
が遅い業務があった場合に、その業務に対応した論理
ディスクをすぐに特定できます。

図4　下限値制御

図5　キャッシュ分割

図6　データ最適配置
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また、SSC上で、業務が動作するサーバとストレージの
負荷を比較することで、ボトルネックの分析が容易にで
きます。

（3）大容量データの高速バックアップ

重複排除機能を搭載し、データの圧縮効果に優れた
バックアップストレージ「iStorage HSシリーズ」を直接
接続することで、大容量データの高速バックアップが可
能です（図8）。また、バックアップ管理用サーバやソフ
トウェアが不要となり、バックアップのための初期導入・
運用コストを低減することが可能になります。

（4）OpenStack連携

クラウド環境構築用オープンソフトウェアのOpenStack
（Cinder）に、M5000は対応しており、オープンなIaaS
基盤にも、高信頼で安定したパフォーマンスを実現する
ストレージ基盤を提供します。

4.	むすび

NEC Cloud IaaSの要件を取り込み実装しているiStorage 
M5000について紹介しました。今後もニーズの変化や市場
動向に合わせてタイムリーな製品強化を実施し、お客様に満
足していただけるストレージ製品の提供を行っていきます。

図7　WebSAM SigmaSystemCenter連携

図8　高速バックアップイメージ

注：	本稿に記載の「3.2（1） I/O流量制御」「3.3（1） デー
タ最適配置」「3.3（3） 大容量データの高速バック
アップ」の機能は、2015年度よりサポート予定です。

*	OpenStackは、OpenStack Foundationの登録商標または商標
です。
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